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 松尾小学校の学校運営協議会を 11月 24日（金）に開催しました。授業参観をとおして、子どもたちの学習の様

子を理解したうえで協議に臨みました。教育目標の実現に向け様々な意見をいただきました。さらに、特色ある学

校づくりを進めることができるよう、１３名の委員で熟議を重ねていきたいと思います。 

第２回学校運営協議会 開催 （概要紹介） 

【報告】協議にて報告を行う。 

  

【協議】 

（１）現状について 

 ＜校長から＞ 

・HPはほぼ毎日更新している。 

・1学期に引き続き、合言葉「まつお」を育てる。 

    ま：学ぶ意欲  つ：強い体  お：思いやりの心 

 ・「あるく」について「べ」を追加して指導していく。 

   あ：あかるく る：ルールを守る く：車に気をつける 「べ」：勉強を頑張る 

 ・学校評価アンケートでは、児童の 40％が、ほとんどの項目において、「できている」（Aの評価）としてい

る。今後は 50％になるようにしたい。 

  ・2学期は、児童数が 2名増えた。 

・行事について・・・課外活動・PTA行事・指導室訪問・修学旅行・・・・終了 

         今後：マラソン大会・授業参観・バザー・学力テスト・卒業式・修了式 

   ・給食センター改修工事のため、令和６年 1月～令和 7年まで給食が業者委託になる。 

 

課題について 

・勉強：学力をつける。  

・交通安全：送り迎え（駐車場の安全指導）対応を含め 見守りボランティア募集中。 

・支援員 あと 1名の枠があるので募集中。 

 

＜小中高連携について＞ 

  ・山武望洋中との交流（学校見学など） 

・松尾高校との交流（高校生による挨拶運動など）  

 

＜学校評価アンケートについて＞ 

・評価については、昨年とほぼ同じ。ここ 3年は横ばい状態。 

・「あいさつ・返事」については、児童・保護者・教師とも評価が低く、課題ととらえている。 

・今後の課題は、「あいさつ」と「学習の取り組み」。 

・「困った時に、先生に話ができますか」については、Cが２割近くいるので、学校としては意識していく。 

 

＜地域連携状況について＞ 

・登下校ボランティアの方が不足している。雨の日の登下校時、支援していただけるとありがたい。 

 

コミュニュティスクール）



 

  

１）現状について 

 

 

 

 

 

 

 

（２）特色ある学校づくりに向けて 

 ・原案提示・・・承認 

          ・低学年は元気で積極的。 

・学年が上がると集中して授業に取り組んでいた。成長を感じた。 

・先生方は、表情豊かで子どもの様子をよく見て丁寧な授業であった。 

・教育機器の活用で、わかりやすい授業だった。 

・1Fは明るく広くよい。恵まれた環境だけに、不自由さの学びも必要ではないか。 

次回の協議会は令和６年２月１４日（水）となります。今年度最後の協議会となり、学校評価にもとづく評価

等、今年度のまとめとなります。今年度の成果を確認するとともに、来年度に向けての課題等も協議したいと思い

ます。委員の皆さん、次回もよろしくお願いします。また、当日傍聴希望の方は、事務局または学校までご連絡く

ださい。 

 

～熟議～各委員から出された意見 （要旨） 

学校評価アンケート 

・評価は ABCDの 4 段階だが、B の評価が多い。 

・保護者アンケート「学校は、いじめやいろいろな問題

に対して積極的に取り組み、誠意をもって対処して

いる。」で C が１１％ある。学校の対応はどうか。 

 

教員アンケート「いじめなどのない学校作り

に努めているか」では、C回答は 0％。教師は

努力していると意識している。いろいろな場

面での指導で捉え方が教師と保護者で多少の

ずれがあるもかも。 

（学校）の 

あいさつ 

・コロナ禍で親同士の交流も減って関係が変わってきている。子どものあいさつにもそういう影響があるのかも。 

・校内を歩いていると、子どもたちはよくあいさつをしてくれた。アンケートの数字よりよく思える。 

・子ども達は知っている人にはあいさつをしている。今の時代、知らない人にあいさつをするのはどうか。された

ら、返す、ことは最低限やらせたい。地域の方々がみんなで声をかけていけばいいのではと思う。 

・あいさつなどは、時間がかかるもの。学校・地域が協力して取り組んでいこう。 

交通安全 

・雨天時、親が子どもを自家用車で送ることが多いが、親の都合で送れない家もあり、１人で歩く子どももい

る。保護者同士の関わりもあって、声をかけにくい場合もある。 

・事故なども考えられるので安易には乗せられない。責任問題にもなる。 

・土砂降りの時は送りたいが、どの程度で送るか判断も難しい。 

・見守りボランティアの方がいれば、一緒に歩いてくれるのか。 

・東京では、塾の送迎でタクシーを利用することがニュースになっていた。 

・この問題は、ここだけなのか。この問題に正解はないのでは。 

・見守りボランティアについては、安全協会松尾支部の団体にも相談してみる。 

・学校の前の 30キロ道路も心配。駐在さんにも声かけをしたい。 

 

 

 

地域連携 

・11月 29日 市商工会主催で 6年生対象にキャリア教育を行った。 

授業参観から 


